
　「研究活動一覧」は、当研究所員の研究活動と研究内容
や関心分野を、読者の皆様に提供することを目的として
います。研究内容の詳細につきましては、直接担当研究
員までお問い合わせください。

①研究論文および雑誌記事等

著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

Atomu Nitta
Can Community-Based Payments 
Contribute to a More Equitable 
Distribution of Farm Income?

The  Aust ra l i an  Jou rna l  o f 
Agr icu l tu ra l  and  Resource 
Economics

69（2） 2025.4

吉田真悟 共通価値の創造の理論的整理及び農業経営
における実態の解明 農業経営研究 63（1） 2025.4

草野拓司
福田竜一
尾中謙治

労働力募集アプリの効果的活用に求められ
る農家の意識と行動―「１日農業バイトア
プリ　デイワーク」利用農家の事例―

農業経済研究 97（1） 2025.6

Agus Heri Purnomo
Suhendar I. Sachoemar
Zainal Arifin
Joko Samiaji
Edwarsyah
Rosye H.R. Tanjung
Juliani
Atikah Nurhayati
Pudji Purwanti
Salnida Yuniarti Lumbessy
Nickson Kawung
Lestario Widodo
Haryanti
Terry Indrabudi
Widya Safitri
Mitsutaku Makino
Juri Hori
Olivier Thebaud
Daniel K. Lew
Fabio Boschetti

Demographic dimension of ocean 
perceptions: Evidence from Indonesia Marine Policy 178 2025.8

Shingo Yoshida

The Role of Corporate Governance in 
Shaping Sustainable Practices and 
Economic Outcomes in Small- and 
Medium-Sized Farms

Sustainability 17（17） 2025.8

直江秀一郎
令和6年度報酬改定により農福連携に予想
される影響についての一考察　―5人の実
践者への緊急調査から―

職業リハビリテーション 39（1） 2025.9

（令和７年度）

１．学会誌
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著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

新田直人
中山間集落の農地保全に向けた水系からの
アプローチ―岡山県真庭市における地域管
理構想の策定を通じて―

農村計画学会論文集 5（1） 2025.10

本田知之
川上泰昌
佐藤大樹
赤石秀之
土居拓務

日本の森林資源・林業の実態から都内の大
学生は何を学べたのか？―資源経済教育の
実践的な価値と教育上の課題―

経済教育 44 2025.11

本田知之 生産要素として林地を考慮に入れた日本林
業の経済モデル分析 九州経済学会年報 63 2025.12

三宅良尚
地理的表示産品「くにさき七島藺表」振興
に対する生産者の「関係人口」としての役
割と農村振興の展望

国際取引法研究 １ 2026.3

Nobuhiro Ito
Tomoaki Murakami

Navigating Inflation: The Role of Food 
Values in Japanese Consumers' 
Price Search Intentions

The  Aust ra l i an  Jou rna l  o f 
Agr icu l tu ra l  and  Resource 
Economics

70（2） 2026.3

Tomoyuki 
Kuwaharada

Institutional Transit ions in the 
Employment of Foreign Workers in 
Japan ’s  Agr icu l tu re  and  Food 
Manufacturing: From Technical Intern 
Training to Employment for Skill 
Development and Specified Skilled 
Worker in Comparison with the UK

Japanese Society and Culture ８ 2026.3

秋葉勝彦
桑原田智之

官民協働の系譜と2024年食料・農業・農
村基本法改正―地方と制度実装ギャップ克
服への視座―

現代社会研究 23 2026.3

２．当研究所出版物での成果発表

著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

日田アトム
稲作における有機栽培及び特別栽培の収益
構造―『営農類型別経営統計（個別経営）』
個票を用いて―

農林水産政策研究 40 2025.12

國井大輔
林岳
佐藤真行

農村景観評価に対するモバイル・ビッグ
データ活用の検討―棚田を事例として― 農林水産政策研究 40 2025.12

井上荘太朗 タイ―農業生産・輸出の動向及びASEAN
諸国の農工間格差の要因分析―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 ９ 2025.3

岡江恭史 ベトナム―コメ輸出拡大の背景― プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 ９ 2025.3

百﨑賢之 中国―国家安全を最優先、「党の指導」で
食糧供給安定と共同富裕実現目指す―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 ９ 2025.3
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著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

草野拓司 インド―近年におけるコメの輸出動向― プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 ９ 2025.3

羽村康弘 最近の国際政治情勢の変動がEUの農産物
貿易政策に与える影響の検討

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 10 2025.3

桑原田智之 英国の農業・食料部門を取り巻く諸課題―
環境と生産の両立、労働等に着眼して―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 10 2025.3

飯田恭子
丸山優樹
山本祥平
伊藤紀子

ドイツにおける健康的な食品摂取と食意
識・食環境

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 10 2025.3

後藤正憲 ロシアとウクライナ―戦争下の農業と農業
政策における対照性―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 10 2025.3

勝又健太郎 米国―主要農産物の需給動向と品目別の収
支分析―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 10 2025.3

丸山優樹 セネガル―持続的な国産米の生産面の課題
と消費動向の変化―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 11 2025.3

小倉達也 ガーナ―食料需給と食料の安全保障の動向
に関して―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 11 2025.3

丸山優樹
飯田恭子
山本祥平
伊藤紀子
百﨑賢之
田澤裕之
草野拓司

食環境と社会・経済的環境が持続可能な食
料消費に及ぼす影響評価―８か国比較によ
る考察―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 12 2025.3

古橋元
小泉達治
小倉達也
伊藤暢宏

2034年における世界の食料需給見通しの
概要―食料需要の伸びの低下を懸念―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 13 2025.3

小泉達治

世界の食料需給及びフードセキュリティの
展開と課題―フードセキュリティにおける

「二重の問題」とリスク・不確実性への対
応―

プロジェクト研究［主要国農業政策・
食料需給］研究資料 13 2025.3

林岳 本研究における持続的畜産の位置づけと持
続的畜産の定義

自然資本プロジェクト【持続的畜産】
研究資料 １ 2026.3

大橋めぐみ
林岳

農林業センサスによる持続的畜産経営体の
全体像把握

自然資本プロジェクト【持続的畜産】
研究資料 １ 2026.3

林岳
土居拓務

畜産物における有機JAS認証取得の課題
と拡大方策

自然資本プロジェクト【持続的畜産】
研究資料 １ 2026.3

楠戸建
田中淳志
國井大輔

耕種農家のたい肥利用状況と追加需要 自然資本プロジェクト【持続的畜産】
研究資料 １ 2026.3
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著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

平形和世
飯田恭子
大橋めぐみ

銘柄牛肉情報のキーワード出現に基づく情
報分析―「持続的畜産」の取組と情報発
信―

自然資本プロジェクト【持続的畜産】
研究資料 １ 2026.3

林岳 結論：国内における持続的畜産の全体像 自然資本プロジェクト【持続的畜産】
研究資料 １ 2026.3

平形和世 農村型地域運営組織形成推進事業の政策的
経緯

自然資本プロジェクト【農村RMO】
研究資料 ２ 2026.3

佐藤真弓
農山村研究の展開と農村RMO研究の課題
―農林水産政策研究所プロジェクト研究資
料の検討を通して―

自然資本プロジェクト【農村RMO】
研究資料 ２ 2026.3

平口嘉典
中村勝則
尾中謙治
草野拓司
福田竜一
楠戸建
寺林暁良

農村RMOにおける正統性獲得プロセスに
関する考察―島根県安来市えーひだカンパ
ニー株式会社を事例として―

自然資本プロジェクト【農村RMO】
研究資料 ２ 2026.3

平形和世
佐藤真弓
小柴有理江
新田直人
法理樹里

地域運営組織の持続的運営における中間支
援組織の役割―活動転換期にあるRMOを
事例として―

自然資本プロジェクト【農村RMO】
研究資料 ２ 2026.3

丸山優樹
移動販売車に対して住民は何を重要視して
いるのか？―嘆願書データから探る福祉的
機能の価値―

農林水産政策研究所レビュー 125 2025.5

井上荘太朗 タイの農業動向及びASEAN諸国の１次産
業の相対所得率の変動 農林水産政策研究所レビュー 125 2025.5

桑原田智之
ブックレビュー『クラスター化する高度人
材の国際労働移動―ポジション獲得競争を
勝ち抜く集団―』松下奈美子著

農林水産政策研究所レビュー 125 2025.5

古橋元
小泉達治
小倉達也
伊藤暢宏

2034年における世界の食料需給見通し―
穀物・油糧種子で実質価格がマイナス― 農林水産政策研究所レビュー 126 2025.7

佐藤真弓 農業委員会や農協における女性の参画に関
する研究動向 農林水産政策研究所レビュー 126 2025.7

林岳

ブックレビュー「リーダーは何を考え、何
をすべきか。チームはどう作り上げるべき
か　―リーダー論、組織づくりのための参
考書のご紹介―」

農林水産政策研究所レビュー 126 2025.7

日田アトム
稲作における有機栽培及び特別栽培の収益
構造―『営農類型別経営統計（個別経営）』
個票を用いて―

農林水産政策研究所レビュー 127 2025.9
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著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

百﨑賢之 中国―対外不安の中、自給強化へ＝単収増
で食糧確保― 農林水産政策研究所レビュー 127 2025.9

草野拓司
インドにおける農業協同組合の発展方向に
関する研究動向―マハーラーシュトラ州に
おける製糖協同組合研究の紹介―

農林水産政策研究所レビュー 127 2025.9

多田忠義
ブックレビュー『人口減少期の農林地管理
と合意形成―農林業生産と環境保全の両立
を目指して―』香坂玲編

農林水産政策研究所レビュー 127 2025.9

丸山優樹
飯田恭子

食環境が持続可能な食料消費に及ぼす影響
評価：８か国比較による分析 農林水産政策研究所レビュー 128 2025.11

伏木優介 「物価の優等生」鶏卵価格の分析に関する
研究動向 農林水産政策研究所レビュー 128 2025.11

鈴木均
ブックレビュー『アメリカ小麦戦略：日本
侵攻』高嶋光雪著『米と小麦の戦後史―日
本の食はなぜ変わったのか』高嶋光雪著

農林水産政策研究所レビュー 128 2025.11

飯田恭子

ブックレビュー『「食」でつながるアフリ
カのコミュニティ―持続可能な地域の発展
をかなえるための５つのヒント―』伊藤紀
子著

農林水産政策研究所レビュー 128 2025.11

多田忠義 林業への参入を促す中核市の実践 農林水産政策研究所レビュー 129 2026.1

岡江恭史 ベトナムのコメ輸出拡大の背景 農林水産政策研究所レビュー 129 2026.1

中本英里 農福連携に関する研究動向 農林水産政策研究所レビュー 129 2026.1

若松宏樹

ブックレビュー『国家はなぜ衰退するのか
権力・繁栄・貧困の起源（上）（下）』ダロ
ン・アセモグル＆ジェイムズ・A・ロビン
ソン（著）鬼澤忍（訳）

農林水産政策研究所レビュー 129 2026.1

山本祥平 EUにおける新規食品の認可にかかる審査
期間の長期化の要因分析 農林水産政策研究所レビュー 130 2026.3

若松宏樹
丸山優樹
山本祥平

日本の消費者は代替タンパク質をどう評価
しているのか 農林水産政策研究所レビュー 130 2026.3

樋口倫生 植物油に関する最近の研究動向 農林水産政策研究所レビュー 130 2026.3

三宅良尚

ブ ッ ク レ ビ ュ ー “Writing Your Journal 
Article in Twelve Weeks: A Guide to 
Academic Publishing Success” Second 
Edition （Wendy Laura Belcher 著）

農林水産政策研究所レビュー 130 2026.3
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著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

梶脇利彦
基礎解説・洋上風力と地域（第１回～第６
回）

日経グローカル
506
ほか

2025.4～
2025.9

梶脇利彦 進む温暖化と水産業（39回） 日刊水産経済新聞 2025.4

中本英里
「農福連携」は持続的地域農業発展を支え
る鍵となるか②JGAPの活用による作業環
境整備

園芸新知識　タキイ最前線2025秋
種特集号

60 2025.5

本田知之
土居拓務
川上泰昌

地域イノベーションの成功・失敗要因に関
する考察

林業経済 78（２） 2025.5

吉田真悟 経営のツボ（全４回） 日本農業新聞
2025年
６月４日

ほか

2025.6～
2025.12

Hiroki Wakamatsu
Kentaka Aruga

Shifts in Seafood Distribution: Trends 
Among Retailers and Wholesalers 
Before and After COVID-19 in Japan

Commodities ４（３） 2025.7

Hiroki Wakamatsu
Seiichi Fukui

Alternative Micro-Health Insurance 
and Heterogeneous Preferences: A 
Discrete Choice Experiment in Rural 
Cambodia

Review of Development Economics 30（２） 2025.8

本田知之
System-Wide Approach理論による日本
の防衛の生産モデル分析

商学研究論集 63 2025.9

梶脇利彦
洋上風力発電の変化に備える　撤退の衝撃
と漁業への影響

日刊水産経済新聞
2025年
10月１日

2025.10

中本英里
「農福連携」は持続的地域農業発展を支え
る鍵となるか③農園芸活動の医療的、福祉
的効果「農業と医療福祉の連携」

園芸新知識　タキイ最前線2026春
種特集号

61 2025.10

丸山優樹
玉木志穂

日本における食料品アクセス困難人口の実
態～地域ごとの特徴とその対策～

ほくとう総研機関誌「NETT」 130 2025.10

梶脇利彦 事例で考える洋上風力（①～⑧） 日刊水産経済新聞
2025年
11月11日

ほか

2025.11～
2026.3

中村隆一郎
森下博紀
中本英里
岡村毅
生源寺眞一

座談会「農福連携をめぐる近年の取り組み」 コミュニティ 175 2025.11

３．学術的機関誌・雑誌、その他各種雑誌での成果発表
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著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　表　誌　等 巻・号 発表年月

本田知之
第５回世界チーク会議と日本におけるチー
ク製品の需要分析

海外の森林と林業 124号 2025.11

佐藤真弓
農業センサスでは女性をどのように把握で
きるか

協同組合研究誌にじ 694 2025.12

佐藤真弓
農林水産省における女性の経済的自立に関
する施策の展開：農業白書の記述内容を中
心に

NWEC実践研究 16 2026.2

新田直人
地域住民と生物多様性の相互作用による農
業・土地利用の形成―高知県梼原町の農地
維持と地域資源循環の仕組みに学ぶ―

農業と経済 92（1） 2026.2

井上荘太朗
タイの2026年総選挙の結果とNew Rice 
Economy政策の紹介

輸入食糧協議会報 800号 2026.3

多田忠義
国際学会紹介　2025年IUFRO 3.08.00 
& 9.01.03　合同研究集会

林業経済 78（12） 2026.3

新田直人
農村RMOと地域計画―京都府の農村RMO
における農地管理の取組を事例として―

農政調査時報 595 2026.3

丸山優樹
玉木志穂
若松宏樹

「奥出雲町の買い物環境に関するアンケー
ト調査」の結果概要について

広報奥出雲 252 2026.3

４．学術的単行本での成果発表

著者名（共著者を含む） 表　　　題 発　行　所　等 巻・号 発表年月

百﨑賢之
中国の食糧安全保障の実相―「党の指導」
で食糧生産の利益を担保―

劉徳強・湯浅健司・日本経済研究セン
ター編著『中国の政治体制と経済発展
の限界―習近平政権の課題―』（文眞
堂）

2025.5

草野拓司 世界の人口と食料問題
薬師寺哲郎・中川隆編著『改訂　フー
ドシステム入門―基礎からの食料経済
学―』（建帛社）

2026.3

古橋元 世界の農産物貿易
薬師寺哲郎・中川隆編著『改訂　フー
ドシステム入門―基礎からの食料経営
学―』（建帛社）

2026.3
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

本田知之 System-Wide Approach理論による日本
の防衛の生産モデル分析 日本経済学会2025年度春季大会 2025.5.24

Mitsutaku Makino
Olivier Thébaud
Dan Lew
Juri Hori
Fabio Boschetti
Matthew Andreotta
Agus Heri Purnomo
Suhendar I Sachoemar
Marie-Catherine Riekhof
Alan Haynie

The Ocean We Want international 
survey project: Season Two

A Special Event of the 3rd United Nations 
Conference on the Ocean Endorsed by 
the United Nations Decade of Ocean 
Science for Sustainable Development

2025.6.4

丸山優樹
Mandiaye Diagne
Cherif Ahmed

アフリカ輸出向け「超低コスト米」に関す
る潜在市場評価―セネガル・モーリタニア
でのオークション実験を事例に―

日本沙漠学会第36回学術大会 2025.6.7

山根史博
松下京平
法理樹里

100年前の農山漁村における食生活の実
践：どこまでを食育の射程にできるか？ 第13回日本食育学会学術大会 2025.6.15

Yukio Uchida
Recent Research on Reconciling 
Competitiveness and Sustainability 
in the Agrifood System of Japan

14th AIEAA Conference 2025.6.19

Atomu Nitta

Profit Structures of Organic and 
Environmentally Friendly Rice Farms: 
Insights from Japanese Farm-Level 
Data

14th AIEAA Conference 2025.6.19

Shiho Tamaki
Evaluating Strategies to Improve 
Fruits and Vegetables Intake in Japan: 
Insights from Randomized Trials

14th AIEAA Conference 2025.6.19

Juri Hori

Engaging Out -Migrants in  Co-
Designing Sustainable Futures in 
Community-Based Agrifood Systems: 
Insights from a Web Survey in Japan

14th AIEAA Conference 2025.6.19

丸山優樹
玉木志穂
若松宏樹
髙橋克也

中山間地域における移動販売車がもつ福祉
的機能に対する価値評価―CVMによる接
近―

日本フードシステム学会2025大会 2025.6.22

髙橋克也
久保田純
髙橋祐一郎

我が国の水産加工業の生産性向上要因につ
いて―水産加工機械導入の実態と課題― 日本フードシステム学会2025大会 2025.6.22

若松宏樹
丸山優樹
山本祥平

日本の消費者の代替タンパク質に関する消
費者選好―選択実験による研究― 日本フードシステム学会2025大会 2025.6.22

②口頭発表および講演

１．学会報告
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

菊地昌弥
船津崇

畜産食料品製造業者の製品差別化戦略によ
る新需要の創出―氷温技術を活用した商品
開発のケーススタディ―

日本フードシステム学会2025大会 2025.6.22

小泉達治
後藤正憲

ロシアにおける小麦輸出量減少が世界小麦
需給及びフードセキュリティに与える影響 日本フードシステム学会2025大会 2025.6.22

小倉達也
農業集約化と農業多様性がフードセキュリ
ティに及ぼす影響―ガーナ北部地域農村に
おける事例研究―

日本フードシステム学会2025大会 2025.6.22

草間航平
丸山優樹
玉木志穂
法理樹里
林岳
若松宏樹

地域資源への愛着意識とその規定要因の評
価―中山間地域での写真を用いたアンケー
ト調査を事例に―

実践総合農学会個別研究発表・総会 2025.7.19

玉木志穂
丸山優樹

中山間地域の高齢者における会話機会の構
造―鳥取県日野町を事例に― 実践総合農学会個別研究発表・総会 2025.7.19

山根史博
松下京平
法理樹里

昭和初期における人生儀礼と食―人々の相
互扶助・紐帯、言い伝え・習俗の可視化― 和食文化学会2025年度　第８回研究大会 2025.8.10

直江秀一郎
小泉隆文
藤本優

農業分野で働く障害者の職業意識について 日本職業リハビリテーション学会第52回兵庫
大会 2025.8.23

Atomu Nitta
Johannes Sauer
Shingo Yoshida

Typhoons and farm resi l ience: 
economic impact of heavy rainfall 
associated with typhoons on Japanese 
crop farms

The XVIII EAAE Congress 2025.8.27

Yusuke Fushiki
Tomoaki Murakami

Regional Integration or Segmentation in 
Japanʼs Egg Markets: A Nonparametric  
Analysis of Price Transmission

The XVIII EAAE Congress 2025.8.27

Takeshi Sato
Takashi Funatsu
Atomu Nitta
Momoka Tanaka
Tomoaki Murakami

Decomposing Crop Product ion 
Components: A Three-Way Fixed 
E f f e c t s  M o d e l  a n d  V a r i a n c e 
Decomposition Analysis

The XVIII EAAE Congress 2025.8.27

平林光幸 農家数急減下における担い手経営の展開と
土地利用 第61回東北農業経済学会・秋田大会 2025.8.29

樋口倫生
張馨元
八木浩平

中国・成都における菜種油の消費者選好―
ベスト・ワースト・スケーリングによるア
プローチ

第61回東北農業経済学会・秋田大会 2025.8.30

Tadayoshi Tada
Yoshitaka Miyake
Atsushi Tanaka
Tomoaki Uemura

Jibatsu movement: Developing a 
contemporary form of local forest 
management in rural Japan

2025 IUFRO Small Scale Forestry and 
Extension Knowledge Exchange Joint 
Conference

2025.9.10

吉田真悟 農業法人による有機JAS認証と販路選択 令和７年度日本農業経営学会 2025.9.14
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

丸山優樹
玉木志穂
若松宏樹
髙橋克也

移動販売車がもつ「見守り機能」に対する
価値評価―利用者とその他出子による比較
分析―

令和７年度日本農業経営学会 2025.9.14

玉木志穂
丸山優樹
髙橋克也
若松宏樹

中山間地域における地域住民の買い物環境
に対する意識：島根県奥出雲町を事例に 令和７年度日本農業経営学会 2025.9.14

多田忠義
國井大輔

オープンデータを活用した農村地域の定義
に関する比較検討 2025年日本地理学会秋季学術大会 2025.9.20

若松宏樹
田中淳志

温室効果ガス削減手法により生産されたト
マトに対する消費者選好研究 環境経済・政策学会2025大会 2025.9.21

小柳優
門脇悠一郎
法理樹里
丸山優樹
若松宏樹
林岳

高齢化が進む中山間地域における地域幸福
度（Well-Being）指標の構造分析―鳥取
県日野町を事例とした検討―

第33回　地球環境シンポジウム（土木学会） 2025.9.26

中本英里 就労継続支援事業所が取り組む農業の役割
と課題 2025年度日本農村生活学会（第73回大会） 2025.9.28

平形和世
佐藤真弓
小柴有理江

中間支援組織を活用した地域運営組織の持
続的運営―岡山県高梁市宇治地域を事例と
して―

2025年度日本農村生活学会（第73回大会） 2025.9.28

玉木志穂
丸山優樹

食料品アクセス困難地域における後期高齢
者の食料品調達手段に関する質的検討：
TEM図による可視化を通して

日本質的心理学会第22回大会 2025.10.18

福田竜一
寺林暁良
平口嘉典
中村勝則
江川章
尾中謙治
草野拓司

特定地域づくり事業協同組合のマルチワー
ク運営による人材育成と定着化戦略 日本協同組合学会第45回大会（摂南大学） 2025.10.26

Yuki Maruyama
Kenichi Kashiwagi
Kefi Mohamed

Consumer Preferences for Tunisian 
Olive Oil in Japan: Valuation of 
Functional Attributes

The DT XVI International Conference on 
Arid Land 2025.11.12

北島義和
渡邉悟史
佐藤真弓
金子祥之

農村における時間構造と「まごつき」・試
論 第98回日本社会学会大会 2025.11.16

多田忠義
林宇一

自ら伐採する林業経営体の地域分布と地域
林業経営における相補性の検討 林業経済学会2025年秋季大会 2025.11.29

林岳
國井大輔
佐藤真行
伊波克典

森林との距離を考慮した条件不利農地の特
定と管理方法の違いによる生態的土地生産
力への影響―宮城県の水田を事例として―

農村計画学会2025年度全国大会 2025.11.29
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

新田直人
中山間集落の農地保全に向けた水系からの
アプローチ―岡山県真庭市における地域管
理構想の策定を通じて―

農村計画学会2025年度全国大会 2025.11.29

新田直人 真庭市吉地区における地域管理構想の策定
について 農村計画学会2025年度全国大会 2025.11.30

三宅良尚
日田アトム
船津崇
大澤祐介
嶋田理佳
石橋輝久
田中淳志

有機農産物・食品の購買行動分析における
ビッグデータの活用 第26回日本有機農業学会 2025.12.６

新田直人
船津崇
宮原佳歩
中島正裕

中山間農地の保全に係る多様な支援人材の
役割 2025年度棚田学会発表会 2025.12.6

Yuya Katafuchi
Yoshitaka Miyake
Takeru Kusudo

Constructing a Plot-Level Database of 
G e o g r a p h i c a l  o r  P h y s i c a l 
Disadvantages

The 70th Annual Conference of the 
Australasian Agricultural & Resource 
Economics Society

2026.2.11

髙橋祐一郎
末永芳美

中国における日本産ホタテガイの貝殻の需
要について 漁業経済学会第54回北日本漁業研究会 2026.3.7

神山智美
三宅良尚

SNS利用と環境保全策に係る予備的検討
―自然に親しむ機会アクセスの確保、撮影
に係る知的財産権の所在、撮影圧や採取・
捕獲圧への影響および被保全主体への負荷
等を考慮した促進と抑制の同時最適化

2026年度国際取引法学会全国大会 2026.3.8

多田忠義
林宇一

農林業センサスにみる退出・参入した林業
経営体の農業経営 第137回日本森林学会大会 2026.3.17

横山新樹
立花敏

森林生態系多様性基礎調査を用いたスギ・
ヒノキの地域別成長モデルの推定 第137回日本森林学会大会 2026.3.17

Yoshitaka Miyake
Prospects for Scale Expansion Among 
Family Producers of Organic Rice in 
Japan

2026 Amer i can  Assoc ia t i on  o f 
Geographers Annual Meeting 2026.3.19

多田忠義 所有権移転の観点から農地流動化の地域差
を評価する試み 2026年日本地理学会春季学術大会 2026.3.26

吉田真悟 経営戦略としての共通価値の創造がポスト
新⾃由主義社会の実現に果たす役割と課題 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.28

日田アトム
三宅良尚
船津崇
大澤祐介
嶋田理佳
石橋輝久
田中淳志

スーパーマーケットにおける有機⾷品購⼊
者のセグメンテーション―ビッグデータを
⽤いたクラスター分析―

2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

伊藤暢宏
村上智明

価格上昇期におけるブレンド食品に対する
消費者需要―ブレンドオイルを対象とした
マイクロデータによる需要分析―

2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

村上智明
伊藤暢宏
伏木優介
若松宏樹

食品価格変動の要因分解―店舗別POS
データを用いた分散分解― 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

菊島良介
伊藤暢宏

情報提供が地理的表示産品の伝統性・地域
性に対する評価に与える影響―干し柿を対
象とした選択実験―

2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

門脇悠一郎
法理樹里
丸山優樹
若松宏樹
林岳

中山間地域における幸福度向上の可能性：
鳥取県日野町の調査結果に基づく示唆 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

丸山優樹
玉木志穂

中山間地域が抱える食料品アクセス問題の
実態とその対策 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

若松宏樹 不確実性に伴うリスクに基づく⽇本海沖合
底びき網漁業の⽣産性分析 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

⼭本祥平 EUの新規⾷品規則における審査期間の規定
因の分析―商品属性別の差異に着⽬して― 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

小泉達治
Global Indica and Japonica Rice 
Market Projections covering AR6 
Climate Change Scenario

2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

國井大輔 距離と人口を考慮した農村地域の地理的分
析 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

伏木優介 農地市場における探索摩擦と農地流動性―
農地市場のマッチング関数推定― 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

櫻井清一
大橋めぐみ
栗原伸一

多角化農業経営体における農業生産関連事
業への労働従事状況 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

桑原田智之 新たな移民制度下での英国農業分野におけ
る外国人労働者受入制度再編 2026年度日本農業経済学会大会 2026.3.29

２．学術的シンポジウム・研究会

講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

伏木優介 政府系金融機関から民間銀行へのCowbell
効果

北東アジア農政フォーラム第17回国際シンポ
ジウム 2025.9.2

田中淳志 住民ニーズと農村発展プロセス 北東アジア農政フォーラム第17回国際シンポ
ジウム 2025.9.2
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

本田知之 森の恵みを食す（パネリスト） 第11回アカエゾマツサミットin弟子屈町・川
湯～森の恵みを食すForests & Foods～ 2025.9.6

Tomoyuki Honda
A Brief Analysis of Teak Demand in 
the Japanese Market（Wood Products 
and trade flow）

5th World Teak Conference Kochi, 
Kerala, India 2025.9.17

飯田恭子 地域でつながる　地域と地域がつながる　
ドイツにおけるLEADERの中間支援

「令和７年度EPOネットワーク強化に関する
勉強会」（地球環境パートナーシッププラザ

（GEOC））
2025.9.30

中本英里 農の医療・福祉効果に関する研究～オラン
ダのケアファームにも着目して～ 日本農福連携学会 2025.12.14

日田アトム Q&A session Learning from the Past: lessons for the 
new Common Agricultural Policy 2026.1.20

法理樹里
みんなで話して見えてきたこと―小さな拠
点づくり１年目の座談会から考えるこれか
ら―

鳥取県日野町リノベーションLab成果報告会
2026 2026.2.27

丸山優樹 移動販売車は高齢者の見守りにどれくらい
役立っているの？

鳥取県日野町リノベーションLab成果報告会
2026 2026.2.27

髙橋克也
玉木志穂
丸山優樹

中山間地域における買い物環境の実態―島
根県奥出雲町を事例に― 地域農林経済学会 2026.3.31

３．当研究所主催の研究会

講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

多田忠義 相補的な存在としての小規模林業とその地
域分布

セミナー「農林業センサスの個票分析に基づ
く多様な林家・林業経営体の経年把握：農山
村地域の持続的な資源循環及び統計情報の活
用に向けた示唆」

2025.10.2

丸山優樹
食環境と社会・経済的環境が持続可能な食
料消費に及ぼす影響評価―８か国比較によ
る考察―

研究成果報告会「食環境と持続可能な食料消
費に関する国際分析」 2025.10.7

飯田恭子 ドイツにおける健康的な食品摂取と食意識 研究成果報告会「食環境と持続可能な食料消
費に関する国際分析」 2025.10.7

百﨑賢之 国際分析に対するコメント（中国） 研究成果報告会「食環境と持続可能な食料消
費に関する国際分析」 2025.10.7

吉田真悟
有機JAS認証が経営に及ぼす影響
―農業法人を対象とした販路選択及び財務
成果の評価─

シンポジウム「東アジアにおける有機農産物
フードシステムの現状と展望」 2025.12.15
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

桑原田智之 各国経済論A I 青山学院大学経済学部 2025.4.10～
2025.7.17

若松宏樹 環境とマーケティング 大妻女子大学 2025.4.11～
2025.7.18

丸山優樹 食料・資源経済学A 東洋大学 2025.4.15～
2025.8.5

三宅良尚 Topics in History and Geography　
チームティーチング 横浜国立大学 2025.6.9～

2025.7.14

日田アトム Economics o f  Rura l  Resource 
Management 千葉大学 2025.6.11～

2025.7.23

國井大輔 農村地理情報学 千葉大学 2025.6.６～
2025.7.18

吉田真悟 農業・資源経済学特別講義Ⅱ 東京大学 2025.6.18

本田知之 森林・林業分野のイノベーション 「外国専門書講読」（明治大学商学部） 2025.6.26

本田知之 森林資源―再生の資源経済学― 「資源経済学B（資源の経済学）」（明治大学商
学部） 2025.7.9

梶脇利彦 洋上風力発電事業と漁業をめぐる動向につ
いて 隠岐の島町議会研修会 2025.8.7

桑原田智之 Japanese economy 青山学院大学国際政治経済学部 2025.9.19～
2026.1.26

桑原田智之 各国経済論A II 青山学院大学経済学部 2025.9.22～
2026.1.26

草野拓司 経済学講義 女子栄養大学 2025.9.23～
2026.1.20

井上荘太朗 経済入門 東京農業大学 2025.9.26～
2026.1.9

吉田真悟 農業・資源経済学特別講義Ⅱ 東京大学 2025.10.7～
2025.11.14

船津崇 国際農業開発と生産者組織 東京大学 2025.10.14～
2025.11.18

中本英里 農業と福祉の連携に関する取組と展望 神奈川県令和７年度農福連携関係機関職員向
け研修会 2025.10.20

中本英里 ユニバーサル農業とGAPの導入効果 「令和７年度多様な農福連携に貢献できる人材
育成プログラム」（千葉大学） 2025.11.8

丸山優樹 食料品アクセス問題に関する研究紹介 「第２回　介護保険事業や高齢者施策の課題の
検討のための研修会」（宮崎県） 2025.11.10

４．講義・研修
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講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

船津崇 地域での多様な主体の連携によるローカ
ル・フードシステムのビジネスモデル 桃山学院大学 2025.11.17～

2025.12.5

船津崇 農村RMOの現状分析と地域課題への対応 九州農政局農村RMO推進フォーラム 2025.11.27

梶脇利彦 ステークホルダーとの協働による洋上風力
発電事業実施の解決策の提示 日本海洋政策学会共同研究会 2025.12.６

佐藤真弓 経営参画による女性農業者の「活躍」に向
けた課題―近年の動向をふまえて―

令和７年度家族経営協定セミナー（岩手県農
林水産部） 2025.12.8

梶脇利彦 洋上風力の海域占用をめぐる課題と対応 山形県漁協理事・監事・職員勉強会 2025.12.9

本田知之 森林資源の歩みとこれから―再生の資源経
済学― 「農林水産省特別講義」（京都大学農学部） 2025.12.10

梶脇利彦 洋上風力の基金・協調策・漁業影響調査・
海域占用について 山形県漁協吹浦支所漁業者勉強会 2025.12.10

中本英里 農福連携について 「経営組織論」（茨城県農業大学校） 2025.12.10

若松宏樹 水産開発学特論E 東京大学 2026.1.15

中本英里
小柴有理江 全国事例を踏まえた農福連携の動向 令和７年度農福連携推進セミナー（岡山県） 2026.1.21

中本英里 ユニバーサル農園の事例と今後の展開 農福連携技術支援者ステップアップ研修 2026.1.30

小柴有理江 農福連携の地域での推進体制
～地域協議会の事例を中心に～ 農福連携技術支援者ステップアップ研修 2026.1.30

梶脇利彦 洋上風力で入る財源、協調策、漁業影響調
査について 山形県漁協遊佐地区漁業者勉強会 2026.2.5

梶脇利彦 洋上風力にかかる海域占用、海底地盤調査
について 山形県漁協酒田地区漁業者勉強会 2026.2.5～

2025.2.6

吉田真悟 持続可能な都市農業経営 横浜市役所 2026.2.6

平林光幸 集落営農組織の現状と外部人材等の活用・
経営継承について 大分県、大分県農業会議 2026.3.3

桑原田智之
Japanese economy The transition 
during post-war period and essential 
reforms toward the future（動画提供）

Lampung大学 2026.3.3

５．一般講演

講演者 講演演題 講演会名（主催者） 開催年月日

髙橋祐一郎 食品産業省力化投資促進事業及び水産加工
業者向けワンストップ窓口の紹介 国産魚促進・水産加工機械資材研究会 2026.3.3
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参加者 タイトル 用務先 出発日／発表日 帰国日／最終日

丸山優樹
國井大輔 OECD会合（JWPAE） オンライン 2025.4.10 2025.4.11

丸山優樹
國井大輔 JWPAEアドホック会合 オンライン 2025.6.27 2025.6.27

村上智明
日田アトム
伏木優介
吉田真悟
船津崇

XVIII EAAE Congress ドイツ 2025.8.26 2025.8.29

吉田真悟
倉重泰彦
百﨑賢之
平形和世
伏木優介
田中淳志

北東アジア農政研究フォーラム　第17回国際シン
ポジウム 中国 2025.9.1 2025.9.4

本田知之 5th WORLD TEAK CONFERENCE インド 2025.9.17 2025.9.20

本田知之 第61回国際熱帯木材理事会及び関連委員会 パナマ 2025.10.27 2025.10.31

丸山優樹
國井大輔 第59回農業・環境合同作業部会（JWPAE） フランス 2025.11.6 2025.11.7

若松宏樹 北太平洋海洋科学機構（PICES）専門家会合 日本 2025.11.8 2025.11.8

丸山優樹 The DT XVI International Conference on 
Arid Land 東京 2025.11.10 2025.11.12

服部麻子
フランスの醸造用ぶどう農家を対象とした季節労
働者の受け入れ条件に関するアンケート調査の分
析結果について

フランス 2025.12.16 2025.12.17

本田知之
2026 Koreaʼs Allied Economic Associations 
Annual Meeting -Korea Economic Education 
Association

韓国 2026.2.5 2026.2.6

國井大輔 第４回OECD専門家会合（4th Workshop on 
Functional Area） オンライン 2026.3.5 2026.3.5

Masayasu Asai
Tsutomu Matsuhisa
Mayumi Sato

Agricultural hired workers in Japan: An 
overview and data challenges（OECD・
Farm-Level Analysis Network（FLAN））

フランス 2026.3.10 2026.3.11

③国際会議参加
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